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「親星・子星」

大きい恐怖が瞬間に１０名の女子寮生の中を走った。「もしかしたら私もＨＩＶにかかったかもしれない」

と。北部タイ高地民族の中学生に勉学のチャンスを与えんとて、同族の先輩で谷口２１世紀農場のスタッフ

でもある、モン族のパン・セ－チャン君が奥さんの協力を得て、日本、熊本の工藤楡美子さん(医師)、村上

国昭さん(堆肥生産農場)、お二人の資金援助で運営している学生寮に此の２月のある日に突発したハプニン

グである。この寮には男子１０名女子１０名を収容して、すぐ近くに在る学校へ通わせている。その中の一

人の女子中学生がＨＩＶの保菌者である事が病院でのチェックで判明したのである。

話はこうである。この娘(Ａ子とする)は今までもしばしば不按配になると、数日間学校を休むという事であ

った。今回は下痢が止まらず衰弱していくので寮主宰者のパン君が６０㎞離れたチェンライの病院に連れて

行き、チェックの結果、ＨＩＶの保有者であることが判明したのである。実はこの寮の女子生徒が、この数

ヶ月前に、娘の幼い好奇心で、皆でピアスをつけてみようと話がまとまり、針一本を廻し使いして、少々の

痛みをかえって心地よく感じつつ、小娘の好奇心を満足させたのであるが(登校の時は必ず外す)、何たる因

果か神のいたずらか、、その針でＡ子が最初に耳に穴をうがったというのである。翌朝(Ａ子のＨＩＶが判明

して)、パン・セ－チャン君が出勤してすぐ、そのことを私に告げた。“全員すぐ病院へ連れて行ってチェッ

クしなさい”と検査料が幾らかも知らないので、多少多目の金を持たせ、ピックアップトラックの荷台に９

名を乗せて郡病院にチェックにやった。結果は幸せにも全員マイナスに出た｡しかし医師は、６ヶ月後に再

チェックに来る様に言ったと。ＨＩＶ、ＡＩＤＳが人類社会に発現したのは１９８１年アメリカで第１号が

発見され(２００５年まで約２５年で４,０００万人に膨張した‥国連発表)、日が浅いので世界の疫学会で

も此の病に対して、全てが解明されていないとされている。従って私自身、ここ北タイで約１０年程前に爆

発的にＡＩＤが殖えた頃からその患者の援助活動に関わった経験も有り(現在も年間２０～３０万円の援助

活動をしている)、此の医者の言葉を重く受け止めている。

今回の経験を、吾々寮制度で生徒教育を行っている施設では今後、この様な事が無い様にすべきであると

考えて、私の愛弟子達が主宰する寮に、このパン・セ－チャン君のハプニングを伝え、注意する様うながし

ている。アカ族のヨハン君は１６０名、ラフ族のダイエ－君が４５名、同じくラフ族のヤティ女史が５０名

の寮生を抱えている｡すべて日本よりの資金援助である。これらの全ての寮には必ず、ＨＩＶ、ＡＩＤＳの

親を持つ子供がいる筈であるので、入寮の試問の時、この病気の事を必ずチェック(聞き取り)する様に、再

度確認しておきたいと強く思っている。今回のＡ子の場合は、高地民族にはタイの平地人に比べて、ＡＩＤ

Ｓが少ないし、まだその差別が大きいので、村に於いてさえＡＩＤＳを隠したがる風調があることがパン君

の耳にこれまで入っていなかった、と彼の後日談である。

熱帯サバンナ地帯のやせた傾斜地に不法入国者として、マジョリティ－の中で生きていかねばならないタ

イ北部の少数高地民族とは一体、何の因果でこの様な２１世紀の市場主義経済の中に鍬１丁、山刀一本で竹

の壁、竹の床、草の屋根、井戸は掘れぬので谷川まで水汲みに…。今日の日本には想像もつくまい。「私は

行ったことがある。見たことがある」という日本人が居るであろう。それらの人々の目は全く、珍しい、古

代、万葉時代の遺跡見学者然たる「珍しい物見の目」であろう。今、焼畑農業で土地を移動することは、政

府が禁止している。勿論、木を切る事も出来ない。そうすれば、使い古した傾斜地の痩せ地にしがみついて

農業を続けるほかない。作物を作ってそれを持ち出せば、その土地は収穫物に含有された養分－禾や実－が
のき

その土地から奪い去られる訳だから、土地の力は減る一方である。“堆肥を入れなさい。肥料を買って来な

さい”と私は教える。彼等の農耕文化には外部から養分をプラスして土地の力を復元するというテクニック

は無い。若い青年で平地のタイ人の村や町で学んだ者でも、そのことを知識として知っている者も居るであ

ろう。然し車はない。一輪車もない。金が無いから買えない事もあるが、その運搬用具の通れる道がない。

村々を結ぶ道はあっても畑までは通じていない。これが北部タイ少数高地民族の殆ど１００％が営む焼畑農

業である。

この様な生産形態で今日の交換市場経済社会の中で、どうして当たり前に生きて行けるだろうか。この様

な親が子のＡＩＤＳの入院の治療代をどうして捻出できようか。－方法は有る－麻薬の運び屋になる。成長

した娘がいれば売春婦に出す。

…私はここまで書いて、本棚の上にあるカセットテ－プのスイッチを入れた。淋しいとき、苦しいとき、行

き詰まったとき、私はそのメロディーに縋る。“心を慰める為に聞く”などという生易しい心境では無い。
すが

“私を宇宙の果てに連れて行って呉れ”とメロディーに縋りつきたい気持ちでる。数年前まではその旋律に
すが
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酔ったが、今は私の人生観が変わった。～におい やさしい 白百合の 濡れているような あの瞳～…〈テ－

プから流れ出るのは尺八、横笛、それに弦楽器で合成されたメロディーの「北上夜曲」〉…

思い出すのは 思い出すのは 北上川原の 月の夜。銀河の流れ 仰ぎつつ 星を数えし 君と僕 思い出

すのは 北上河原の星の夜…。

ＨＩＶ，ＡＩＤＳという病で短い人生を運命づけられた上に「貧困」であるが為に更にその人生は短くなる。

Ａ子は１５才である。１５才にして己の死と毎日向き合わなければならないとは…。処が此処に救いの神が

現れた。近代医学による治療の為の医者代を援助しようと、熊本の工藤先生が申し出られ、今Ａ子は恩恵に

与っている。死の淵に立った人を救い、生きる希望を与え得る人とは…神の手を持った人である(古文にそ

の様な表現がある)。Ａ子は、先生のお力添えで近代医療の恩恵を受けられるので

今後のＡＩＤＳの治療薬の開発次第では人並みの人生を全うすることが出来る可能性が出て来たと言えるの

ではないか。

三日月が私の家の裏の深い森に朧に照り映える。音一つ無い深夜の１１時１５分、哀韻嫋嫋と流れる
おぼろ あいいんじようじよう

「北上夜曲」を聞きつつ、満点に宝石を撒いたる如き星を仰ぎつつＡ子のことを思う。Ａ子ちゃん!!淋しさ
ま

に耐えられない夜は思いきり泣きなさい。そして、その涙がなくなったら夜空の星を見てごらん。先にあの

世に旅立った両親が、二人の間に貴女の座る場所を作って待っているかもね。ほら!!あそこに同じ位に光り

輝く２つの星が見えるでしょう。貴女も何時かはあの２つの星の間に輝く星になるのよ。

ＨＩＶの薬もだんだんと改良され効果のあるものが出来ています。それを心待ちしつつ、毎日毎日を精一杯、

美しく生きてね。 〈2006 年 4 月 30 日〉

※鳴呼惨!! この２ヶ月後にＡ子は両親の待つ宇宙の果てに旅立ったのである。

神はＡ子のみに特別の配慮を賜らなかったのである 〈2006 年 6 月 30 日記〉

パヤオ圏ジュン郡の国立病院のＨＩＶ・ＡＩＤＳ、対称約１００人の患者へプレゼントした物

(自２００８．２．２７－至同年８．６の６ヶ月間 )

野 菜 苗 野 菜 ・ 果 物 ・ そ の 他

長豆 ８００株 里芋 １７３㎏ カラシナ ９ ㎏

カボチャ ７９６ 〃 茄子 ８８㎏ ジャガイモ ６.５ ㎏

キュウリ ７２０ 〃 空心菜 ４４㎏ トマト ６ ㎏

唐辛子 ５３０ 〃 若菜 ３６㎏ キャベツ ５ ㎏

茄子 ３４０ 〃 サツマイモ １８㎏ レタス ５ ㎏

トマト １５０ 〃 唐辛子 １７㎏ ガトゥン(果物) ５ ㎏

香草(ハ－ブ) ５０ 〃 米 １６㎏ セロリ ２ ㎏

キャベツ ４０ 〃 大根 １５㎏ 白菜 ３３ 玉

オクラ ４０ 〃 キュウリ １５㎏ お菓子(一斗缶入り) １８ 缶

小松菜 １４㎏ 豆乳(紙パック入り １６２ 個


